丸山眞男文庫の整理・公開:二〇〇九年四月以降の進展と展望 by 松沢 弘陽 & 山辺 春彦
丸
山
眞
男
文
庫
の
整
理
・
公
開
｜
二
〇
〇
九
年
四
月
以
降
の
進
展
と
展
望
松
沢
弘
陽
・
山
辺
春
彦
丸
山
眞
男
文
庫
資
料
の
整
理
・
公
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
の
作
業
の
概
要
を
、『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
附
置
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
創
刊
号
か
ら
第
四
号
・
第
五
号
合
併
号
ま
で
の
各
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
後
を
う
け
て
、
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
作
業
の
要
点
と
展
望
を
記
し
ま
す
。
Ⅰ
閉
架
資
料
の
部
分
公
開
開
始
丸
山
文
庫
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
、
所
蔵
閉
架
資
料
の
部
分
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
公
開
し
た
の
は
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
の
一
部
（
分
類
大
項
目
第
１
部
か
ら
第
７
部
ま
で
）と
、
閉
架
図
書
二
〇
冊
の
複
製
本
で
、
総
数
は
約
三
千
点
で
す
。
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
の
う
ち
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
用
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
公
開
に
あ
た
っ
て
、
丸
山
文
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
http: //office.tw
cu.ac.jp /facilities /m
aruyam
a /bunko /index.
htm
l ）
を
開
設
し
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
用
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
草
稿
検
索
）
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
公
開
資
料
と
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
部
分
公
開
に
つ
い
て
の
取
材
と
記
事
掲
載
閉
架
資
料
の
部
分
公
開
に
際
し
て
、
東
京
女
子
大
学
は
、
報
道
各
社
に
対
し
て
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
読
売
新
聞
、
共
同
通
信
、
週
刊
読
書
人
の
記
者
が
取
材
に
訪
れ
、
ど
の
記
者
も
、
未
発
表
の
草
稿
や
図
書
へ
の
書
き
込
み
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
読
売
新
聞
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
一
〇
日
朝
刊
に
紹
介
記
事
を
掲
載
、
共
同
通
信
は
二
回
に
わ
た
っ
て
記
事
を
配
信
し
、
一
回
目
は
七
月
一
一
日
、
二
回
目
は
終
戦
と
丸
山
眞
男
の
永
眠
に
あ
わ
せ
て
八
月
一
四
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
、全
国
の
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
、
週
刊
読
書
人
は
、
八
月
二
八
日
に
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
Ⅲ
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
の
整
理
前
号
で
説
明
し
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
用
デ
ー
タ
の
整
備
作
業
は
、ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
開
の
た
め
の
作
業
と
し
て
、
資
料
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
袋
詰
め
と
公
開
の
可
否
・
公
開
方
法
の
検
討
を
引
き
つ
づ
き
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
た
に
、
岩
波
書
店
の
故
吉
野
源
三
郎
氏
が
整
理
・
保
存
さ
れ
て
い
た
平
和
問
題
談
話
会
関
係
の
一
次
資
料
を
再
整
理
し
、
登
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
用
デ
ー
タ
に
登
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
と
し
て
、
丸
― 3 ―
山
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
二
千
点
以
上
の
抜
刷
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
覧
リ
ス
ト
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
、
作
成
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
丸
山
に
よ
る
書
き
込
み
や
折
り
込
み
な
ど
が
あ
る
抜
刷
は
、図
書
の
場
合
と
同
じ
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
公
開
し
ま
す
。
書
き
込
み
類
が
な
い
抜
刷
は
、
保
存
す
る
か
否
か
も
含
め
て
、
扱
い
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ⅳ
図
書
の
整
理
以
前
よ
り
、
書
き
込
み
類
が
あ
る
ペ
ー
ジ
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
作
成
し
た
閲
覧
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
点
検
に
か
な
り
の
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
よ
う
や
く
こ
の
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
追
加
の
ス
キ
ャ
ン
を
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
者
で
あ
る
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
発
注
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
手
沢
本
の
ス
キ
ャ
ン
も
、
あ
わ
せ
て
発
注
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
丸
山
に
よ
る
お
び
た
だ
し
い
書
き
込
み
が
残
っ
て
い
る
『
文
明
論
之
概
略
』（
岩
波
文
庫
）の
保
存
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
酸
化
に
よ
る
劣
化
が
激
し
い
た
め
、
脱
酸
化
処
理
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
ク
が
消
え
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
の
方
法
は
断
念
し
ま
し
た
。
結
局
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
テ
ー
プ
の
剥
離
と
補
修
、
ア
ー
カ
イ
バ
ル
容
器
へ
の
封
入
を
有
限
会
社
資
料
保
存
器
材
に
依
頼
し
ま
し
た
。
Ⅴ
雑
誌
の
整
理
丸
山
が
所
蔵
し
て
い
た
一
万
八
千
冊
以
上
の
雑
誌
の
整
理
は
、
こ
れ
ま
で
、『
丸
山
文
庫
寄
贈
図
書
資
料
目
録
』（
冊
子
体
）に
タ
イ
ト
ル
と
巻
号
を
登
録
し
、
そ
の
順
番
に
し
た
が
っ
て
閉
架
書
庫
に
配
架
す
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
目
録
で
は
別
扱
い
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
丸
山
の
執
筆
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
と
、
丸
山
に
ふ
れ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
年
順
に
別
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
の
二
種
類
の
丸
山
関
係
雑
誌
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
雑
誌
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
書
き
込
み
な
ど
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
次
に
、
重
複
や
抜
刷
扱
い
す
る
も
の
を
と
り
除
き
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
に
雑
誌
用
Ｉ
Ｄ
の
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
図
書
と
同
じ
く
、
書
き
込
み
類
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
ス
キ
ャ
ン
を
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
発
注
し
、
閲
覧
用
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
Ⅵ
今
後
の
展
望
丸
山
文
庫
は
、
二
〇
一
〇
年
度
中
に
、
書
簡
と
楽
譜
を
除
く
す
べ
て
の
所
蔵
資
料
の
公
開
準
備
を
終
え
る
予
定
で
す
。
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
の
中
で
未
公
開
の
部
分
は
、
資
料
を
一
点
ず
つ
袋
詰
め
し
、
公
開
の
可
否
と
公
開
方
法
を
決
定
し
ま
す
。
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
に
含
ま
れ
て
い
た
図
書
・
雑
誌
類
は
、
当
初
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
登
録
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
な
じ
ま
な
い
雑
多
な
も
の
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
と
し
て
登
録
し
ま
す
。
抜
刷
は
、
リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
た
上
で
、
書
き
込
み
な
ど
が
あ
る
も
の
は
閲
覧
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
用
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
登
録
し
ま
す
。
そ
の
他
に
、
原
物
の
保
護
と
利
用
者
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
順
次
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す
― 4 ―
る
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
を
増
や
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
閉
架
図
書
に
関
し
て
は
、
追
加
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
点
検
中
に
、
ま
た
欠
漏
が
多
数
発
見
さ
れ
た
の
で
、
再
度
追
加
ス
キ
ャ
ン
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
書
き
込
み
類
の
重
要
度
の
判
定
と
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
の
登
録
を
行
い
ま
す
。
雑
誌
に
つ
い
て
も
、
閉
架
図
書
と
同
様
に
、
書
き
込
み
類
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
全
雑
誌
の
全
ペ
ー
ジ
に
目
を
通
し
、
書
き
込
み
類
の
あ
る
ペ
ー
ジ
を
特
定
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。
― 5 ―
